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ド
ル
イ
ド
の
研
究
（
遠
矢
彼
志
）
六
四
ド
ル
ド
の
　
研
　
究
遠
矢
狂駅
一　、　　とほげ　　　　　　　　　一〓ロ
ド
／
イ
ド
（
じ
収暑
じ
と
は
ガ
ブ
ャ
（Ｏ
色
Ｆ
Ｑ
宮
じ
や
ブ
ジ
タ
ニ
ヤ
（
ョ
中一母
】ｐ↓じ
等
に
於
け
る
古
住
民
な
る
ケ
／
ト
民
族
（９
Ｆ
）
の
宗
教
国
贈
或
は
そ
れ
に
局
す
る
者
の
名
稀
で
あ
る
が
、
是
れ
に
開
す
る
研
究
は
西
洋
で
は
相
営
容
さ
れ
て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
、
徒
本
我
問
で
は
殆
ん
ど
祭
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
私
の
知
る
限
う
に
於
て
は
嘗
て
是
れ
に
開
す
る
論
文
が
校
表
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
軍
行
本
は
勿
論
の
こ
と
か
論
文
す
ら
如
何
な
る
雑
誌
に
も
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
Ｐ
Ｓ
申圭
長
ご
寧
】増
（旨
将
ｏ争
字
島
刃
単
い
ま
］
喜
律
軍
］旨
り
や
問
〓
苫
ヵゼ
中ｏ３
≡
畢
事
】許
年
等
に
は
ド
／
イ
ド
に
開
す
る
諮
種
の
参
考
書
が
掲
げ
て
あ
る
が
、
私
は
遺
峨
な
が
ら
是
等
の
著
書
を
一
冊
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
衣
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
丸
善
者
店
を
初
め
耐
田
等
の
書
店
を
操
し
た
が
獲
見
出
本
な
か
つ
た
し
、
又
我
々
の
大
學
固
書
錯
に
も
、
そ
れ
か
ら
我
囲
の
最
も
代
表
的
同
著
舘
な
る
上
野
の
帝
囲
田
書
億
に
於
て
も
途
た
見
出
し
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
、
こ
れ
に
依
つ
て
も
知
何
に
我
園
人
が
ド
／
イ
ド
に
就
て
の
開
心
を
持
た
な
い
か
ゞ
知
ら
れ
る
。
充
分
の
資
料
な
し
に
は
研
究
は
困
難
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
私
は
今
ド
／
イ
ド
の
研
究
の
必
要
に
追
ち
れ
て
ゐ
る
。
そ
揮
一十ぼ一唯
！難
荘ギ龍
葬
穫
鐘
鍾
確
襲
寵
進
運
彊
窪
窪
震
棒
薙
藩
雌
十
`ことヽ
案
研
究
す
る
こ
と
と
す
る
。
単
ヨ
島
４
中】長
コヽ
出
・）ｏ
ｋ
巳
Ｓ
）ｐ
の
（一Ｊ
ｏ
」
刃
Ｌ
店
ざ
ュ
”
喜
島
口
３
ざ
り
（
Ｚ
９
く
く
９
汗
岸
０
い
い
）
回
ド〕・】
ｏ
丁
町
嵩
争
停
〕
ユ
ゴ
ュ
９
９
卜
Ｆ
一】す
ｆ
戸
登
的
↓ｏ
Ｆ
乳
ヨ
ｏ
ゴ
【津
ｒ
Ｓ
Ｓ
（
金
出
花
五
氏
邦
詳
本
）
ギ
ゴ
●
工
一吾
（キ
ゴ
ス
ユ
■
一立き
】ｋ
Ｇ
ｈ
ユ
あ
ンく
ｏ
，
〓
〕
ご
ｏ
要
ぎ
ｆ
津
ｏ
ｏ
ｒ
く
ユ
・
忠
解
】▼
ト
ー
脅
〕津
こ
９
へ
こ
】再
を
し“〕
宮
】（コ
田
旨
色
】
＞
Ｚ
〔く
日
一長
一す
す
じ
Ｔ
一ざ
】
こ
ｋ
９
】
三
４
二
戸
ユ
】）ユ
一】ユ
ヒ
あ
Ａ
Ｏ
【
丁
ュ
Ｌ
∞
っ
ご
比
屋
根
安
定
氏
「
世
界
宗
教
史
」
日
本
百
科
大
辞
典
二
、
ド
ル
イ
ド
の
言
義
及
び
起
源
ド
／
イ
ド
役
▼
・〓
）
な
る
語
は
確
空
に
は
語
源
が
分
ら
な
い
の
で
あ
る
く
が
、
大
膳
に
於
て
ガ
ブ
ア
の
「
歌
よ
」
乙
と
、
ア
イ
／
ラ
ン
ド
（
Ｔ
ｏ
ゴ
】３
語
の
「
全
知
」
或
は
「
賢
」
を
意
味
す
る
も
の
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
ド
ル
イ
ド
は
前
に
も
逃
べ
た
や
う
に
古
代
ケ
／
卜
民
族
の
崇
教
国
硝
或
は
之
れ
に
属
す
る
者
の
名
補
で
、
比
制
度
・
宗
教
等
の
全
波
を
ｏ
こ
中（評
臣
と
補
し
て
ゐ
る
。
是
れ
を
有
し
た
ケ
／
卜
民
族
は
如
何
な
る
民
族
で
何
韓
何
屍
に
住
ん
で
ゐ
た
で
あ
ら
う
か
。
ケ
／
卜
民
族
は
ア
フ
ド
ル
イ
ド
の
研
究
（
遠
矢
徹
志
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
ド
ル
イ
ド
の
打
宏
（遠
矢
徹
志
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一全
ハ
ヤ
ン
（＞
卓
喜
）
系
民
族
で
往
古
、
今
の
ア
ラ
ン
ス
（甲
ｉ
▲こ
方
面
に
於
て
勢
力
の
あ
つ
た
民
族
一で
、
後
、
浙
次
表
へ
、
今
で
は
ス
ヨ
ツ
ト
ラ
ン
ド
（留
登
善
こ
の
西
北
部
、
ア
イ
／
ラ
ン
ド
の
西
部
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（甲
喧
善
３
て
ノ
ン
ス
の
西
部
に
其
餘
族
が
慶
存
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
ケ
／
卜
人
と
云
ム
名
は
其
語
源
が
不
明
陳
で
あ
る
が
シ
エ
１
／
ス
（
電
車】●じ
人
、
ア
イ
／
ラ
ン
ド
人
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
高
地
人
、
ブ
ジ
タ
ニ
ア
人
及
び
同
一
の
言
語
系
統
に
局
す
る
人
々
に
用
ひ
ら
れ
る
。
ケ
ン
ト
民
族
の
改
囲
は
ラ
イ
ン
（壇
ュ
ざ
刃
一〕中居
）
河
、
工
／
べ
（里
と
）
河
ダ
ニ
ユ
ー
ダ
（じ
母
チ
じ
河
の
上
流
地
方
で
あ
つ
て
恐
ら
く
石
器
時
代
新
期
に
明
確
な
言
語
と
し
て
ケ
／
卜
語
が
生
じ
た
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
初
め
ギ
ノ
ン
ヤ
人
（ｏ
居
，Ｆ
）
は
彼
等
の
存
在
を
認
め
た
け
れ
ど
も
牛
ば
耐
話
的
存
在
と
し
て
看
倣
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
次
い
で
コ
ー
マ
人
（刃
ｃ臣
母
）
は
ケ
／
卜
人
を
指
し
て
ガ
ノ
（９
・軍
）
と
縮
し
、
是
れ
が
を
に
ガ
ブ
ヤ
人
（Ω
毒
こ
と
云
去
名
稚
に
愛
じ
た
”
ケ
／
ヨ
民
族
は
後
に
次
第
に
移
住
し
て
、
西
暦
前
三
〇
〇
年
頃
に
は
輩
回
な
る
国
結
を
な
し
、
今
の
英
囲
諾
島
、
イ
ベ
ブ
ヤ
牛
島
（Ｆ
（〕チ
〓
Ｆ
】こ
　
ガ
ジ
ャ
、
イ
タ
ジ
ヤ
ａ
ュ
】Ｆ
Ｐ
Ｐ
ギ
）
北
部
、
べ
／
ギ
ー
（
旨
一生
母
】
母
〇
一に
ま
・
じ
オ
ラ
ン
ダ
（
Ｉ
≧
こ
＆
ド
イ
ツ
（
Ω
晏
ョ
こ
）
オ
ー
ス
ト
ノ
ヤ
官
富
ョ
ヤ≡）
の
各
地
に
散
在
し
た
。
グ
／
マ
ニ
ア
　
Ｑ
ｏこ
置
チ
）
民
族
が
反
飢
し
た
時
に
は
ケ
／
卜
民
族
の
軍
除
は
小
ア
ジ
ヤ
（訴
Ｆ
呂
】る
こ
に
現
れ
、
そ
こ
に
ガ
ラ
チ
ヤ
ケ
／
卜
人
（ゃ
ま
ぶＦ
伊
Ｆ
）
と
し
て
止
つ
た
。
然
る
に
四
世
紀
の
末
頃
か
ら
ダ
／
マ
ニ
ア
民
族
（
チ
ユ
ー
ト
ン
民
族
）
ゴ
ュ
（こ
を
初
め
諸
民
族
の
大
移
動
が
起
う
ケ
／
卜
民
族
は
グ
ジ
ク
ニ
ヤ
、
シ
ュ
１
／
ス
、
ア
イ
／
ラ
ン
ド
、
北
部
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
方
面
に
追
ひ
詰
め
ら
れ
、
年
寺
‐
は！‥
〓
！第―」
葦
慨
じ
■
年
４
た
，４
栓
な
な
一■
■
■
一
■
一
■
一．■
，や
■
■
一一
！一十ギ■
≡
一■
！一“
一
ケ
〃
卜
民
族
が
有
し
た
ド
ン
イ
ド
の
起
源
を
知
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ぼ
其
史
料
に
乏
し
い
か
ら
で
あ
る
。　
担
“卓
（担
中】計
じ
の
如
く
〕
こ
事
め日
は
ガ
ジ
ヤ
に
起
う
、
ブ
ジ
タ
ニ
イ
に
俸
つ
た
と
考
へ
る
者
も
あ
う
、
叉
こ
れ
と
全
く
反
当
に
ブ
ジ
タ
ニ
ヤ
に
始
う
、
ガ
ジ
ャ
に
移
つ
た
と
考
へ
る
者
も
あ
る
。
後
者
の
見
解
は
，
―
マ
（
刃
〇
日
ｆ
刃
ｃ
・臣
３
の
ケ
ー
ザ
／
６
・
Ｏ
喬
いこ
の
「
ガ
ジ
ヤ
戦
記
」
ａ
（巨
停
二
き
，
中
３
母
宮
ふ
ｏ
≧
ご
〓
ヨ
じ
に
「
英
制
度
は
ブ
ジ
タ
ニ
ヤ
に
於
て
工
夫
さ
れ
、
其
庭
か
ら
ガ
ブ
ヤ
に
も
た
ら
さ
れ
た
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
現
今
に
於
て
は
ド
／
イ
ド
を
よ
う
正
確
に
知
ら
う
と
す
る
者
は
ド
／
イ
ド
を
研
究
す
る
角
め
に
一
般
に
ダ
ブ
タ
一ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一ぐ
ニ
ヤ
ヘ
行
く
」
と
記
し
て
ゐ
る
の
に
基
づ
く
も
の
で
、
望
卜
・言
済
津
一
旨
ゴ
一名
一言
や
∪
ユ
串弓年一Ｊ
の
如
さ
は
此
派
に
属
す
る
。
ケ
ー
ザ
／
は
「
考
へ
ら
れ
る
」
と
云
つ
て
ゐ
る
か
ら
賃
拡
よ
う
は
む
し
ろ
管
時
の
通
読
に
従
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
比
意
見
は
管
時
の
∪
置
一（ｒ
ラ
が
カ
ブ
ヤ
よ
う
も
ブ
ノ
ク
ニ
ヤ
に
純
な
も
の
が
あ
つ
た
事
賃
か
ら
出
家
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
以
前
は
そ
う
で
な
く
何
等
か
の
事
情
で
ガ
ノ
ヤ
が
先
に
表
へ
た
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
又
正
確
な
史
料
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
直
ち
に
比
意
見
を
肯
定
す
る
こ
と
は
出
家
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
是
等
の
兄
解
か
ら
一
歩
進
ん
で
ド
／
イ
ド
は
ケ
／
卜
民
族
の
間
に
始
つ
た
の
で
は
な
く
、
ケ
／
卜
先
住
民
族
か
ら
、
ケ
／
卜
民
族
が
是
れ
を
権
承
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
ム
読
を
主
張
す
る
著
も
あ
る
。
果
し
て
何
れ
の
主
張
が
長
賃
で
あ
る
か
確
し
か
な
夏
料
に
乏
し
い
の
で
判
断
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
諸
識
は
残
ん
ど
史
資
を
離
れ
た
抽
象
的
議
論
ド
ル
イ
ド
の
研
究
迄
矢
徹
志
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一ハ
七
ド
ル
イ
ド
の
研
究
（遠
失
微
志
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
で
あ
つ
て
、
此
決
定
は
今
後
の
研
究
に
待
た
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
じ
，ユ
訂
【Ｐ）
は
嘗
て
ケ
／
卜
民
族
が
有
し
て
居
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
果
し
て
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
ケ
／
ト
民
族
が
有
し
て
ゐ
た
か
と
云
去
問
題
が
あ
る
。
ド
／
イ
ド
の
遺
跡
は
彼
等
が
住
ん
で
ゐ
た
ダ
ニ
ユ
ー
ダ
河
流
域
や
ア
／
メ
ス
以
北
の
地
方
に
は
見
出
さ
れ
な
い
。
比
事
か
ら
ド
／
イ
ド
は
一
部
の
ケ
／
卜
民
族
の
み
が
有
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
見
解
や
、
ド
／
イ
ド
の
起
源
に
開
す
る
前
記
の
第
二
の
見
解
、
即
ち
本
本
ケ
／
卜
民
族
に
起
源
し
た
も
の
で
は
な
く
ケ
／
卜
の
先
住
民
族
か
ら
彼
等
が
権
承
し
た
も
の
で
、
全
ケ
／
卜
民
族
が
取
入
れ
た
の
で
は
な
く
、
是
れ
を
取
入
れ
る
に
使
宜
な
地
方
に
住
ん
だ
者
の
み
が
取
入
れ
た
と
云
ム
見
解
を
生
ず
る
一
つ
の
基
礎
と
も
な
つ
た
の
で
あ
る
。
併
し
、
元
々
ド
／
イ
ド
の
起
源
や
最
も
古
い
鬼
料
は
乏
し
い
の
で
あ
っ
て
、
ケ
／
卜
民
族
が
見
上
に
現
れ
た
時
に
は
既
に
ド
／
イ
ド
は
妻
微
に
向
つ
て
ゐ
た
と
さ
へ
云
は
れ
るく
の
で
あ
る
か
ら
今
日
前
記
の
地
方
に
ド
／
イ
ド
の
存
在
の
護
跡
が
見
出
さ
れ
な
い
か
ら
と
去
つ
て
直
ち
に
其
地
方
の
ケ
／
卜
民
族
は
ド
／
イ
ド
を
有
し
な
か
つ
た
と
期
定
す
る
こ
と
は
出
衆
な
い
と
考
へ
る
。
共
地
方
に
於
け
る
ド
／
イ
ド
の
存
在
の
一
切
の
講
跡
が
全
く
失
は
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
或
は
調
査
が
不
充
分
で
養
見
さ
れ
な
い
で
ゐ
る
の
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ド
／
イ
ド
は
ケ
／
卜
民
族
全
贈
が
有
し
た
も
の
で
あ
つ
た
か
、
或
は
一
部
の
ケ
／
卜
民
一族
の
み
が
有
し
た
の
で
あ
る
か
の
問
題
も
亦
今
決
定
し
得
な
い
指
衆
の
問
題
と
し
て
盛
さ
れ
憩
ば
な
ら
な
い
。
ド
／
イ
ド
は
ブ
ノ
イ
地
方
（今
の
フ
ラ
ン
ス
地
方
）
ダ
ノ
ク
ニ
ヤ
０
シ
ユ
１
／
ス
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
方
′
卜
ヽ
宇
ケ
難
町
許
革
キ
に
！府
い
一京
≡
住
！！監
在
社
ケ
／
ド
章
於
の
間ｉ！
に
は
値
賃
に
存
在
し
た
の
で
一か
つ
て
以
下
記
す
と
こ
ろ
の
も
の
は
此
方
面
の
ド
／
イ
ド
に
就
て
ゞ
あ
る
。
（
護
）
的
コ
る
】
命
】
宅
〔，
生
ま
置
と
喜
”
Ｇ
Ｐ
Ｏ
日
本
百
科
大
僻
典
０
軸
・
＞
ッ
痔
″ヽｏ
（
〓
一〇
３
】
ど
あ
刃
単
性
目
曳
●
あ
＞
一ュ
母
奇
〇
命
雰
ヽ
Ｄ
一
一３
宅
讐
】
毬
ェ
）
軍
・
ぁ
神
ω
円
】ド長
】
Ｚ
中（ョ
ュ
■
Ｆ
ｏ，導
【ｘ挙
ｒ
Ｏ
的
・
Ｑ
申
命
轡
Ｆ
ｏ
こ
】
承
】】
一
ｐ
】
浄
観
目
≡
５
Ω
伊
軍
ｏ
貧
電
ヽ
く
ｒ
Ｓ
・
Ｏ
Ｕ
、ト
チ
（チ
生
・
旨
ゴ
す
ュ
】す
ぃ
税
∪
を
中詩
Ｐ
ュ
村
め
負
母
年
【
命
岳
一一
名
じ
曽
む
，
】居
算
ゴ
】す
置
田
円
ドュ
♂
岸
〇
〇
一
】
号
・　
Ｎ
∞
ヽ
，
０
じ
・
ュ
・・
】
費
朽
Ｐ
Ｏ
命
う
険
Ｌ
”
モ
】
】
ざ
申
）
【
４
ュ
【
●
ｏ
付
要
μ
Ｅ
≡
】
】
浄
申
申
↑
≡
浮
毎
●
Ｆ
ま
Ω
”
毎
ざ
　
現
の
ロ
ュ
】〕Ｄ
　
円
ュ
Ｆ
　
岸
∞
「
ｏ
ｌ
岸
∞
∞
け
】
一■
　
い
岸
∞
・
０
■
あ
旨
瓦
ご
回
え
ｋ
ｏ
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伊
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刃
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ｃ
〓
　
昭
ｅ
Ｆ
　
岸
マ
〕ざ
　
２一、二
・
く
こ
　
申▼
　
∞
〕
三
、
ド
ル
イ
ド
の
組
織
及
ひ
機
能
ド
／
イ
ド
に
開
す
る
最
初
の
同
時
に
最
も
委
し
い
文
献
は
ユ
ジ
シ
ス
・
ヶ
ｌ
ゃプ
／
（旨
｝一岳
命
．・最
”じ
　
の
「
ガ
ブ
六
九
ド
ル
イ
ド
の
研
究
ハ
還
矢
徹
志
）
ド
ル
イ
ド
の
研
究
（
光
矢
彼
志
）
ｔ
Ｏ
ヤ
戦
記
」
六
を
中
の
一
部
を
策
す
と
こ
ろ
の
ガ
ノ
ヤ
及
び
ゲ
／
マ
ニ
ヤ
の
風
俗
習
慣
を
記
し
た
部
分
で
、
共
外
里
一長
（
ロ
ョ
霧
）
や
弓
夢
登
誘
等
の
著
作
に
も
そ
れ
に
開
す
る
記
事
が
見
ら
れ
る
。
初
期
の
基
督
数
の
長
老
達
は
ド
／
イ
ド
の
こ
と
を
殆
ん
ど
記
し
て
ゐ
な
い
。
唯
、
ア
レ
キ
ナ
ン
ド
ノ
ヤ
（
と
縁
コ
監
【
【こ
の
ク
レ
メ
ン
ト
（ｉＯ
ゆ
号
母
じ
が
若
千
記
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
あ
ま
う
確
か
な
史
料
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
は
出
本
な
い
。
古
代
ダ
ノ
タ
エ
ア
、
シ
エ
１
／
ヌ
、
ア
イ
／
ラ
ン
ド
等
に
俸
つ
た
紳
話
も
亦
若
子
の
参
考
に
な
る
。
近
代
の
著
作
中
、
最
初
の
信
用
す
べ
さ
ド
／
イ
ド
の
歴
史
は
い
そ
ら
く
的
多
じ
リ
ヨ
と
の
も
が
で
あ
ら
う
。
彼
は
古
代
著
逃
家
の
注
意
し
な
か
つ
た
方
面
に
大
い
に
気
を
つ
け
て
詳
細
に
記
述
し
て
ゐ
る
。
更
に
円
登
最
許
Ｌ
は
弓
（）零
と
の
研
究
を
一
層
進
め
て
共
後
是
れ
を
公
表
し
た
。
是
等
は
ケ
ー
ザ
／
と
ガ
ジ
エ
ー
（
コ
↓崎
）
と
の
著
逃
を
資
料
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
そ
の
全
部
が
必
ず
し
も
信
用
に
値
し
な
い
こ
と
が
制
明
し
た
。
然
し
乍
ら
、
こ
れ
は
ド
／
イ
ド
の
研
究
上
、
最
初
の
重
要
な
文
献
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
其
後
ッ
「
章
】“付
評
刃
じ
“・三
抑
ッ
↓
岳
Ξ
鈴
力
等
の
著
名
な
研
究
も
現
れ
た
。
本
稿
の
序
の
未
尾
に
掲
げ
た
と
こ
ろ
の
諸
著
書
は
何
れ
も
以
上
の
諸
文
献
を
基
礎
に
し
て
記
通
し
た
も
の
で
あ
女つ
。ド
／
イ
ド
な
る
宗
教
固
贈
は
俗
信
・
學
者
・
法
官
・
詩
人
・
深
言
者
等
比
較
的
上
流
の
人
々
か
ら
成
つ
て
ゐ
る
。
ド
／
イ
ド
の
主
張
は
高
貴
な
生
活
を
な
し
、
ド
／
イ
ド
中
の
最
高
権
威
を
持
つ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
、
其
下
に
祭
司
、
歌
手
等
の
役
員
が
あ
つ
た
。
ド
／
イ
ド
の
主
張
は
共
事
務
所
が
任
介
す
る
の
で
あ
つ
て
、
彼
は
維
身
職
な
の
で
あ
る
。
共
≡十
■
！
！
一
ま
章
．汁
死 ｉ
な
だ！‐
性
は
庄
十
住
の‐十
ま
た
儀
燕
■
志
■
併！
レ
ト車
充
住
分
ま
な
路
斥
革
！あ！
ケ
だ
．坊
争
は
登
雰
！が
行
は
ｒ
在
■
！
ド
／
イ
ド
は
世
翼
的
な
固
定
階
級
で
は
な
い
。
長
い
期
間
の
修
業
（時
に
は
二
十
年
以
上
も
一要
し
た
も
の
が
あ
る
）
と
儀
式
に
よ
つ
て
ド
／
イ
ド
に
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ド
／
イ
ド
に
局
す
る
者
は
租
一税
、
兵
役
、
其
他
一
切
の
課
徒
を
免
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
ケ
／
卜
の
青
年
達
は
競
っ
て
ド
／
イ
ド
に
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
ド
／
イ
ド
は
毎
年
一
回
紹
含
を
行
つ
た
。
史
上
に
現
れ
る
Ｕ
弓卓
車
の喜
の
本
場
は
ダ
ブ
タ
ニ
ヤ
で
あ
る
が
、
此
総
含
の
場
所
は
ガ
ブ
ャ
の
Ｑ
ｐ〓
ュ
ａ
で
あ
つ
た
。
此
庭
は
と
そ
ら
く
今
の
∪
，空
ｘ
附
近
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
ド
／
イ
ド
は
西
洋
中
世
に
於
け
る
基
督
教
の
修
道
院
に
似
た
形
態
を
持
つ
て
ゐ
た
の
で
　
コ
星
軍
ュ
の
如
き
は
ア
イ
／
ラ
ン
ド
の
修
道
院
制
度
は
ド
／
イ
ド
の
国
憎
生
活
の
基
督
教
的
愛
形
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
し
て
ゐ
る
。
併
し
コ
臣
ｃＸ
ゴ
る
的Ｆ
”
，一雪
許
曽
の
筆
者
は
ア
イ
／
ラ
ン
ド
の
古
文
書
が
比
見
解
に
何
等
の
支
梓
を
も
典
へ
な
い
こ
と
を
逃
べ
、
基
督
教
の
信
仰
に
反
封
す
る
ド
／
イ
ド
に
そ
れ
は
有
う
そ
う
に
思
は
れ
な
い
こ
と
で
あ
つ
て
、
ア
イ
／
ラ
ン
ド
の
修
道
院
制
度
は
大
陸
の
そ
れ
を
模
し
た
も
の
で
異
教
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
逃
べ
て
ゐ
る
。
ド
／
イ
ド
は
宗
教
生
活
を
角
し
、
宗
教
研
究
を
角
し
た
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
其
他
天
文
撃
、
地
興
畢
、
物
理
學
、
由
然
那
學
、
皆
學
、
文
學
等
の
文
化
的
研
究
に
も
力
を
入
れ
た
。
彼
等
が
新
か
る
研
究
を
な
す
と
こ
ろ
の
根
本
思
想
が
古
代
ギ
ノ
ン
ヤ
の
哲
學
著
ピ
タ
ゴ
ラ
ヌ
（用
者
〓
増
Ｌ醇
可
“一
ゴ
限ｏ，ｐじ
の
そ
れ
に
似
て
ゐ
る
の
で
、
彼
或
は
彼
の
一
派
と
何
等
か
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
士
一生
丁
の
賜
で
あ
る
と
こ
ろ
の
矢
に
乗
つ
た
と
七
十
ド
ル
イ
ド
の
研
究
（遠
矢
徹
志
）
ド
ル
イ
ド
の
研
究
（
遠
矢
徹
志
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
云
Ａ
停
識
の
あ
る
討
秘
的
北
囲
人
の
者
晏
者
な
る
ビ
タ
ゴ
ラ
ス
の
友
＞
訂
許
ほ
ブ
ジ
タ
ニ
ヤ
の
ド
／
イ
ド
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
と
云
ム
識
が
あ
る
が
、
若
し
事
貨
と
す
れ
ば
明
か
に
両
者
の
開
係
の
存
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
併
し
現
在
で
は
両
者
の
思
想
が
唯
似
て
ゐ
る
と
云
ム
だ
け
で
あ
つ
て
、
果
し
て
開
係
が
あ
る
か
、
ま
し
有
つ
た
に
し
て
も
ピ
タ
ゴ
ク
ス
が
ド
／
イ
ド
の
教
師
で
あ
つ
た
か
或
は
ピ
ク
ゴ
ラ
ス
の
ド
／
イ
ド
で
あ
つ
た
か
、
若
し
く
は
何
れ
も
共
通
の
根
元
か
ら
彼
等
の
思
想
が
出
た
も
の
で
あ
る
か
、
　
一
切
未
″
次
の
問
題
で
あ
る
。
ド
／
イ
ド
に
は
更
に
女
ド
／
イ
ド
（
ｐ
ュ
〔
〔
コあ
）
な
る
特
殊
な
も
の
が
あ
つ
た
が
、
こ
れ
は
単
な
る
女
豫
言
者
に
達
ぎ
な
い
。
ド
／
イ
ド
の
組
織
は
多
少
地
域
的
な
相
遥
が
あ
る
が
以
上
に
記
し
た
こ
と
は
大
購
に
於
て
各
地
の
ド
ル
イ
ド
に
共
通
な
こ
と
で
あ
る
。
次
に
ド
ン
イ
ド
は
如
何
な
る
働
き
を
角
し
た
か
に
就
て
記
述
し
や
う
。
ド
／
イ
ド
は
王
以
上
に
張
大
な
雄
力
を
有
し
て
ゐ
て
、
殆
ん
ど
全
部
落
の
主
権
を
事
有
し
、
宗
教
上
の
事
務
は
素
よ
う
政
治
、
司
法
、
教
育
、
兵
事
等
及
び
其
他
一
切
の
公
務
に
至
る
☆
で
素
く
其
手
中
に
有
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
ド
／
イ
ド
の
最
高
権
威
者
な
る
其
登
長
の
雄
力
が
如
何
に
経
大
で
あ
つ
た
か
は
ケ
ー
ザ
／
も
指
摘
し
て
ゐ
る
通
兵
察
す
る
に
餘
ナ
あ
る
程
な
の
で
あ
る
。
ド
／
イ
ド
は
共
部
落
に
外
敵
が
現
れ
た
時
に
は
卒
先
し
て
銃
意
軍
事
に
敬
掌
し
た
。
タ
キ
タ
ス
（
「一ぎ
車
こ
は
嘗
て
ロ
ー
マ
人
が
ッ
ト
留
夢
（
≡
一氏
Ｆ
の
こ
の
島
を
攻
撃
し
た
時
の
こ
と
を
記
し
て
そ
の
軍
除
が
上
陸
し
た
時
、
ド
／
イ
ド
の
一
除
が
現
れ
て
手
を
天
へ
上
げ
て
英
侵
入
者
の
頭
に
恐
し
し
い
呪
記
を
そ
ヽ
い
だ
こ
と
を
逃
。へ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
，
―
マ
人
の
男
気
は
直
さ
に
そ
の
や
う
な
恐
怖
に
打
勝
つ
て
彼
等
を
敗
つ
せ
ら
れ
た
。
刑
罰
の
中
で
最
も
恐
れ
ら
れ
た
も
の
は
破
円
の
刑
で
、
英
宗
円
の
外
に
放
逐
せ
ら
れ
、
祭
刑
に
典
か
る
こ
と
も
出
衆
ず
又
死
し
て
埋
葬
す
る
こ
と
も
出
本
な
か
つ
た
。
ド
／
イ
ド
は
斯
様
に
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
雄
力
を
持
つ
て
ゐ
た
の
で
、
そ
れ
だ
け
彼
等
の
職
務
は
多
方
面
に
存
し
た
。
そ
れ
は
僣
侶
的
、
豫
言
的
、
随
術
的
、
讐
術
的
、
法
律
的
、
職
務
を
持
つ
て
ゐ
た
。
ケ
ー
ザ
／
は
期
か
る
職
務
の
大
部
分
を
ド
／
イ
ド
に
婦
し
て
ゐ
る
。
ド
／
イ
ド
が
校
す
る
折
令
の
大
部
分
は
日
頭
に
て
樺
達
さ
れ
た
が
或
る
特
殊
な
も
の
に
は
ギ
ブ
シ
ヤ
文
字
を
使
用
し
た
文
書
を
用
ひ
た
。以
上
で
ド
／
イ
ド
の
組
織
及
び
機
能
の
大
要
逃
べ
維
つ
た
か
ら
、
大
に
項
を
改
め
て
英
宗
数
を
概
識
し
や
う
。
（
註
）
的
】
▼
弓
（津
亀
ヽ
増
ｒ
ｃ
マ
亀
ュ
石
〕
星
沖（ゴ
Ｆ
〕
夕
ざ
Ｓ
滅
・
衛
円
　
岸）Ｃ
一斉
），
こ
一一命
〕・せ
　
狩
出
【α↑Ｃ
一■
０
　
（一の
口
　
∩
）Ｃ
】一しヽ
　
や
　
く
〇
一α
　
岸
綸ゴ
こ
ｏ・　
用
）コ
弓
一り
・
０
じ
母
・
ヱ
ヨュ
ｆ
”
岳
∝事
Ｐ
魯
Ｄ
ｏ
≧
工
ｐ
ｐ
ユ
コ
ミ
ミ
・
０
コ
豊
碁
■
ヽ
Ｅ
】的
宅
】苫
詩
Ｆ
↑
Ω
営
ゴ
円
鰐
Ｆ
岸
務
ｐ
Ｏ
唱
‘
〓
母
】【】え
ざ
刃
ｇ
〕
“＆
ご
命
Ｑ
ｏ
３
こ
番
】
Ｆ
の
【柊
Ｆ
岸
秘
Ｐ
車
Ｆ
樹
ざ
ゴ
Ｏ
Ｌ
狩
倫
〕
レ
・
口
電
▼
留
と
】
Ｚ
８
０
，
耐
Ｆ
我
ヽ
Ｔ
・
へい
ｐ
丹
島
ド
す
ｏ
島
８
Ω
室
力丁
【口
、
円
電
一Ｐ
】
∞
ｏ
ヽ
的
的
・
ク
（ヤ警
しヽ
ｇ
【〕毒
め
】多
津
０
目
主
る
傘
コ一汗
多
）軍
々
Ｆ
Ｅ
・
ド
ル
イ
ド
の
研
究
ハ
芝
央
微
志
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
三
ド
ル
イ
ド
の
研
究
（
遠
失
徹
志
）
七
四
四
、
ド
ル
イ
ド
の
実
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ド
／
イ
ド
の
宗
教
思
想
は
一
般
ケ
／
卜
民
族
の
そ
れ
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
ケ
／
卜
民
族
一
般
の
思
想
よ
う
は
可
炭
め
進
歩
し
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
即
ち
、
ド
／
イ
ド
は
霊
魂
不
滅
、
輸
廻
轄
生
を
信
じ
、
ビ
タ
ゴ
ラ
ス
の
思
想
に
似
た
哲
學
思
想
を
持
つ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
又
彼
等
の
信
仰
は
大
贈
に
於
て
汎
沖
論
的
傾
向
を
持
つ
て
居
う
、
同
時
に
自
然
現
象
及
び
事
物
を
薩
弄
し
た
。
前
者
は
或
る
東
洋
囲
民
の
宗
教
に
似
て
居
う
、
後
は
ギ
リ
ン
ヤ
の
電
登
ォ】〕静
日
に
類
似
し
て
居
る
∝
攻
に
ド
／
イ
ド
の
宗
教
を
明
か
に
す
る
角
め
に
ケ
／
卜
民
族
の
信
仰
、
及
び
祭
薩
の
風
管
を
具
増
的
に
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。
ケ
／
卜
人
は
基
督
教
を
彼
等
が
信
奉
す
る
せ
で
は
日
月
星
辰
、
地
水
火
風
、
動
植
物
等
自
然
芥
の
多
く
の
も
の
に
那
格
を
認
め
崇
弄
し
た
。
両
し
て
申
に
は
極
く
原
始
的
な
ト
ー
テ
ム
（
弓
〇
す
こ
崇
弄
す
ら
行
つ
た
者
も
あ
つ
た
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
是
等
の
事
賃
は
今
日
ケ
／
卜
民
族
が
嘗
て
住
ん
だ
諸
地
方
に
共
道
跡
が
見
出
さ
れ
る
乙
と
に
依
つ
て
護
せ
ら
れ
、
又
ケ
ー
ザ
／
は
彼
の
「
ガ
ブ
ヤ
戦
記
」
の
申
に
是
れ
を
記
し
て
ゐ
る
。
此
ケ
ー
ザ
／
の
「
ガ
ノ
ヤ
戦
記
」
に
は
大
陸
の
ケ
／
卜
民
族
が
崇
弄
し
た
那
々
の
名
が
記
さ
れ
、
ギ
ノ
ン
ヤ
、
コ
ー
マ
の
諸
耐
と
密
谷
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
彼
等
の
至
上
那
は
オ
グ
ミ
オ
ス
（ｏ
∝
〓
（こ
で
，
―
マ
の
マ
ー
キ
ユ
ノ
イ
（
〓
つ
活
再
卓
）
に
相
菅
す
る
と
さ
れ
て
る
る
。
比
那
の
技
術
の
創
造
者
、
道
し
る
べ
で
あ
つ
て
族
路
を
守
る
抑
、
貨
殖
商
貢
の
加
で
！　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一！　
　
　
　
ｉ
一　
　
　
・　
■
■
　
一！
■
　
！
≡
■
■
十
…
…
≡
イ■
■
・
一
■
１
１
・
≡
・
■
■
≡
，
！　
■
，
■
！≡
…
■
■
≡
≡
！
≡
…
≡
≡
す
一す
≡
す
車
弔ぽ
雇
龍
提襲
襲
雁
纏
躍
袋
雇
襲
纏
程
彊
彊
襲
曜
運
ン
ン
ン
購
一！
そ
の
像
は
話
所
に
故
在
し
な
ミ
ア
シ
ス
ス
（Ω
ュ
声ｏ事
こ
も
亦
マ
ー
キ
ユ
ジ
イ
に
相
曽
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
ケ
ー
ザ
／
は
次
い
で
ア
ポ
ｒ
（占
干
〓
こ
を
暴
げ
同
郡
は
病
気
を
治
環
す
る
と
逃
べ
た
が
比
耐
は
ケ
／
卜
民
族
間
で
マ
ポ
ヌ
ス
（〓
弓
呂
ｏ
じ
　
と
補
せ
ら
れ
る
地
方
仰
に
宮
る
と
し
た
。
グ
ラ
ン
ノ
ス
（Ｑ
】．喜
き
し
も
亦
ア
ポ
ｒ
と
同
祠
さ
れ
た
。
太
陽
刑
で
あ
る
と
こ
ろ
の
ベ
レ
ノ
ス
（
♂
ゴ
電
）
も
同
じ
く
ア
ポ
ロ
に
相
曽
す
る
と
さ
れ
た
。
軍
那
マ
／
ス
（〓
↑岳
）
に
該
昔
す
る
ケ
／
卜
の
抑
は
約
六
十
あ
る
。
コ
ー
マ
の
ジ
ユ
ピ
タ
Ｉ
Ｇ
毎
ざ
こ
と
同
減
さ
れ
る
前
に
は
槌
を
持
て
る
沖
タ
ラ
ニ
ス
（ダ
登
チ
）
路
れ
る
和
セ
／
ヌ
ン
ノ
ヌ
（
守
星
冒
基
じ
及
び
エ
ス
ス
（
軍
Ｅ
じ
或
は
シ
／
ブ
ヌ
ス
（
働
ダ
毒ヽ
・こ
と
云
は
れ
る
三
抑
が
あ
る
。
何
れ
も
雷
耐
と
考
へ
ら
れ
た
。
ケ
ー
ザ
／
が
最
後
に
翠
げ
た
の
は
ミ
ネ
／
ザ
（ヒ
ゴ
〕】ギ
）で
こ
れ
は
技
術
の
冠
と
補
せ
ら
れ
る
。
ア
イ
／
ラ
ン
ド
で
祭
ら
れ
た
女
紳
ブ
ジ
ギ
ト
（甲
工
５
は
ミ
ネ
／
ブ
ア
と
補
々
性
質
を
同
じ
う
す
る
と
云
は
れ
る
。
ケ
／
卜
民
族
の
答
儀
は
未
夏
秋
各
の
中
、
各
季
の
初
め
に
行
は
れ
た
が
ヽ
そ
れ
は
■
に
農
事
や
牧
畜
に
開
聯
し
て
ゐ
た
。
尤
も
彼
等
の
祭
儀
は
こ
れ
た
け
で
は
な
く
、
他
に
も
多
く
の
定
期
的
祭
儀
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
是
等
の
祭
儀
の
風
省
と
し
て
、
太
陽
を
表
象
す
る
人
を
燃
や
し
、
そ
の
火
を
分
け
て
鞘
ぜ
し
め
た
少
那
に
動
物
犠
牲
を
供
へ
、
こ
れ
を
聖
餐
と
な
し
て
那
人
と
共
に
食
す
る
儀
式
が
あ
り
、
彼
蓄
あ
庭
一を
剥
い
で
人
が
被
め
、
耐
獣
に
身
を
扮
装
す
る
所
作
が
あ
う
、
或
は
穀
物
の
霊
を
表
象
す
る
前
に
人
身
御
供
を
厭
ず
る
と
云
Ａ
極
め
て
原
始
宗
教
的
な
こ
と
も
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
又
、
音
町
の
占
卜
が
行
は
れ
た
が
、
そ
れ
は
供
犠
あ
動
き
方
や
そ
の
ド
ル
イ
ド
の
研
究
（
遠
矢
徹
志
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
ｒ
ル
イ
ド
の
研
究
（
遠
矢
彼
志
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
血
や
内
臓
に
徴
し
、
或
は
鳥
の
飛
パ
委
獣
類
の
歩
く
適
筋
、
鳥
ぞ
町
盛
、
煙
や
人
の
の
ぼ
う
方
、
雲
の
形
状
、
夢
等
に
よ
つ
て
卜
し
た
の
で
あ
る
。
ケ
／
卜
民
族
の
宗
教
状
態
は
大
贈
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
ド
／
イ
ド
は
期
族
な
宗
教
の
指
導
的
立
場
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
ド
／
イ
ド
の
宗
教
思
想
は
徐
程
進
歩
的
で
は
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、
術
、
原
始
宗
教
的
思
想
が
多
分
に
含
ま
れ
て
Ｆ
め
、
英
察
儀
は
随
分
野
春
で
あ
つ
た
。
ブ
ジ
エ
イ
に
依
れ
ぼ
ガ
ジ
ヤ
の
ド
／
イ
ド
は
属
ｒ
Ｆ
８
と
云
ム
一
種
の
寄
生
樹
を
最
も
厚
く
崇
斉
し
て
ゐ
た
。
そ
し
て
稲
の
小
林
は
彼
等
の
選
ま
れ
た
陰
所
で
あ
つ
た
。
其
木
の
上
に
生
長
し
て
ゐ
る
も
の
は
何
で
も
天
か
ら
の
賜
物
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
殊
に
ま
〓
軍
津
が
生
へ
て
ゐ
る
時
は
一
犀
そ
う
で
あ
つ
た
。
呂
ｒ
軍
急
が
機
見
さ
れ
た
時
に
は
一
人
の
自
衣
の
借
が
黄
金
の
ナ
イ
プ
を
以
て
此
の
Ｉ
ｒ
軍
８
を
切
り
、
而
し
て
其
場
所
で
二
匹
の
白
い
牡
牛
が
犠
牲
と
し
て
殺
さ
れ
る
の
で
あ
つ
た
。
ド
／
イ
ド
に
依
つ
て
そ
れ
に
あ
た
へ
ら
れ
た
名
前
が
彼
等
の
言
葉
の
＞
〒
Ｈ
ｃこ
と
し
て
表
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
英
効
能
は
偉
大
な
も
の
で
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
。
と
長
ｏ
及
び
留
づ
ュ
観
と
呼
ば
れ
る
他
の
二
つ
の
草
も
同
様
に
彼
等
に
と
つ
て
母
薬
と
し
て
大
い
に
債
値
が
あ
つ
た
。
ド
／
イ
ド
に
依
つ
て
行
は
れ
る
最
も
野
奉
な
察
儀
は
人
身
御
供
を
那
に
体
げ
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
人
間
の
罪
に
封
す
る
神
へ
の
贖
ひ
と
し
て
の
最
も
高
い
完
全
な
犠
牲
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
又
彼
等
は
此
犠
牲
を
李
和
の
媒
介
者
と
考
へ
戦
争
開
始
前
に
は
両
軍
の
中
間
位
に
於
て
犠
牲
者
を
排
し
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
議
牲
に
供
せ
ら
れ
る
人
間
は
通
常
罪
人
で
あ
つ
た
”
ド
／
イ
ド
の
中
に
は
又
別
に
安
‐
ド
ン
帽
彊
唯
ポ
一ド…！‐ｔ村翼
鞘＆
選
後
羅
軽
雇
凝
縫
麗
麗
凝
耀
喰
擢
囀
理
据
壌
彊
彊
理
娼
ン
や
う
に
思
は
れ
る
。
豫
言
は
女
ド
ル
イ
ド
に
限
ら
ず
他
の
ド
／
イ
ド
で
も
行
つ
た
。
ド
／
イ
ド
が
ケ
／
卜
人
の
間
に
　
　
　
．
催
成
を
持
つ
こ
と
が
出
本
た
の
は
主
と
し
て
彼
等
が
す
べ
て
の
知
識
と
魔
術
と
に
封
す
る
鍵
を
持
つ
て
ゐ
る
と
信
ぜ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
つ
て
、
殊
に
麗
術
を
信
じ
た
ケ
／
卜
人
に
と
つ
て
彼
等
が
各
敬
さ
れ
た
の
は
菅
然
で
あ
つ
た
。
雨
を
降
ら
せ
、
或
は
止
め
、
暴
風
雨
を
起
し
、
女
及
び
家
著
を
し
て
子
孫
を
多
く
さ
せ
、
物
を
見
え
な
く
さ
せ
、
睡
を
催
さ
し
め
る
等
の
種
々
の
魔
術
を
行
ひ
人
々
は
其
可
能
を
信
じ
た
の
で
あ
つ
た
。
ド
／
イ
ド
に
は
最
初
特
別
な
寺
院
の
建
造
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
英
祭
場
は
森
林
で
あ
つ
た
や
う
に
思
は
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
共
得
侶
進
は
共
庭
で
自
い
衣
を
著
、
責
金
の
装
節
を
著
け
て
、
抑
秘
的
な
答
住
を
行
つ
た
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
後
に
な
つ
て
其
森
林
に
寺
院
ら
し
い
も
の
が
廷
て
ら
れ
、
容
壇
が
設
け
ら
れ
た
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
今
日
英
囲
や
ノ
ラ
ン
ス
等
に
あ
る
重
々
し
い
亘
石
の
遺
蹟
は
彼
等
の
寺
院
で
あ
っ
た
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
の
ご
ュ
ｍ
や
Ｑ
≧
Φ晋
一多
の
や
う
な
石
の
壌
は
嘗
て
∪
Ｌ肇
雰
臣
に
と
つ
て
調
聖
な
森
に
包
ま
れ
だ
者
の
寺
院
で
あ
つ
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
Ｆ
ｏ汀
ギ
に
ょ
れ
ば
ぞ
ｐ
ｏ汀
還
●
は
全
ダ
ジ
タ
ニ
ヤ
の
主
な
る
ド
／
イ
ド
の
寺
院
で
あ
つ
た
。
而
し
て
並
木
路
の
あ
る
＞
君
盲
輯
は
元
ド
／
イ
ド
に
属
す
る
蛇
の
つ
い
た
環
の
形
に
構
成
さ
れ
て
わ
た
。
そ
の
環
は
至
奪
の
前
の
象
徴
と
し
て
ス
抑
の
子
な
る
蛇
と
し
て
釜
ば
れ
た
。
Ｈ王
巨
母
或
は
ｏこ
】旨
３
の
は
衆
埴
に
愛
化
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
ョ
曾
】子
或
は
石
粧
や
岩
石
さ
ヘ
ド
／
イ
ド
の
俗
偶
の
容
儀
に
用
ム
る
も
の
と
な
つ
た
。
戦
の
附
近
や
山
の
頂
に
は
不
な
石
の
載
つ
て
ゐ
る
七
七
ド
ル
イ
ド
の
研
究
（
通
矢
欲
志
）
ド
ル
イ
ド
の
研
究
（遠
矢
徹
志
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
石
塚
が
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
李
な
石
の
上
に
は
ド
／
イ
ド
の
火
が
と
も
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ド
／
イ
ド
の
寺
院
は
期
様
な
粗
末
な
も
の
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
が
、
彼
等
は
共
庭
で
英
那
を
像
に
象
り
、
又
或
る
種
の
武
器
、
例
ヘ
ぼ
槌
や
斧
の
如
さ
を
も
又
沖
の
象
徴
と
し
て
薩
弄
し
た
の
で
あ
つ
た
。
今
日
欧
洲
に
あ
る
多
く
の
不
可
解
な
習
慣
や
ヶ
／
卜
民
族
の
古
代
の
遺
物
は
り
，ｓ沖島
一切日
と
開
係
あ
る
も
の
が
少
く
な
い
と
云
は
れ
、
又
今
日
慶
存
し
て
ゐ
る
ケ
／
卜
民
族
の
送
信
は
又
比
の
∪
」ュ
（Ｆ
ヨ
か
ら
出
た
と
見
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
ド
／
イ
ド
の
宗
教
は
一
面
に
於
て
は
可
な
う
進
歩
的
で
あ
つ
た
が
、
他
面
、
衛
多
く
の
原
始
的
宗
教
思
想
が
合
ま
れ
て
居
め
、
野
春
な
幾
多
の
衆
儀
上
の
習
慣
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
（
註
）
的
卜
日
畳
倉
弓
一計
ヽ
輯
】
日
〓
ｏ
一喬
争
の
ｏ
昌
王
ｐ
ｐ
≧
．コ
樹
樹
・
０
〕
申
＞
。
ッ
烏
基
〇
ユ
丁
３
〕
虜
一ふ
刃
・
】鮮
一〇
Ｆ
ｏ
い
多
ｏ
卜
戸
ｏ
【目
命
Ｑ
Φ
】
正
口
よ
再
ず
雲
。」
ざ
岸
ｏ
Ｅ
ぜ
巳
】ｐ
中ご
Ｘ
ィ
・
申
≡
Ｆ
ヽ
す
ｏ
じ
ヽ
刃
ｏ
】提
一〇
臣
乳
多
Ｏ
電
ｏ
，
Ｆ
岸
ョ
や
（
金
山
氏
詳
本
二
六
九
頁
）
比
屋
根
安
定
氏
「
世
界
宗
教
史
」
五
四
六
買
俗
〕
の
命
・持
つ
】
ｏ
】
の
ざ
【〕ｏ
】】母
∞
命
）
卜
命●
ヨ
私
①
居
ｏ
ざ
心
↑
き
↑
】喬
ロ
ユ
↑【め
Ｆ
∪
】
ユ
矛
】
Ｆ
Ｆ
Ｆ
ｏ
臣
〔
畳
ヽ
岸
『
卜
野
五
、
ド
ル
イ
ド
の
衰
滅
ゴ
許
弓】く
に
援
れ
ば
∪
Ｌｏ中毎浄コ臣
は
ケ
ー
ダ
／
時
代
以
前
に
於
て
残
微
し
た
の
で
あ
つ
て
、共
全
盛
時
代
は
一
層
古
鶴
曝
蓉
韓
母華
十五
襲
一弾
輝
産虐
璃
彊
ｔ
月
中
一■
■
■
■
ｒ
単
付
■
工
ヶ
一打
≡
≡
ヽ
，
江
す
↓
ｔ
，ｆｉ
一
ｉ
，一丁
Ｉ
在
一づ
ず
々
確
軽
セ
理
盗
地
鞣
鮮
韓
準
端
姿
選
嫌
警
鶴
措
牲
札
記
載
し
て
か
ら
で
あ
る
か
ら
、
徒
つ
て
じ
こ
一ユ
【り臣
が
其
全
盛
時
代
か
ら
蓑
微
に
向
ム
最
初
の
原
因
を
示
す
確
賃
な
！
史
料
は
な
く
、
そ
の
員
相
を
知
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
な
の
で
あ
る
。
或
は
ギ
ジ
ン
ヤ
文
化
あ
影
響
や
民
族
移
動
等
の
事
が
そ
れ
に
関
係
し
た
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
尤
も
果
し
て
し
，ュ
デ
喜
の
金
盛
期
一は
有
史
以
前
で
あ
っ
た
か
と
云
ム
こ
と
自
身
す
ら
問
題
な
の
で
あ
る
。
と
云
ム
の
は
戸
一三
つヽ
長
の
読
も
確
か
な
事
管
一上
の
根
援
の
上
に
立
つ
て
ゐ
な
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
は
唯
有
史
以
後
の
場
合
の
み
を
問
題
と
す
る
こ
と
に
す
る
。
有
史
後
の
∪
，宮一島
出■【〓
が
表
微
す
る
に
至
つ
た
最
も
大
き
な
賃
際
的
な
原
因
は
，
―
マ
人
が
ガ
ノ
ャ
や
ブ
ブ
タ
ニ
ヤ
等
を
征
し
て
ケ
／
卜
民
族
を
其
配
下
に
服
局
せ
し
め
た
こ
と
で
あ
る
。
若
し
、
ド
／
イ
ド
が
ロ
ー
マ
人
に
反
抗
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
或
は
ド
／
イ
ド
表
微
の
大
き
な
原
因
と
な
ら
な
か
つ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
ド
／
イ
ド
は
ケ
／
卜
人
の
愛
囲
的
な
人
々
に
擁
護
せ
ら
れ
て
ロ
ー
マ
の
支
配
に
反
封
し
た
。
そ
れ
故
、　
ロ
ー
マ
皇
帝
ク
ラ
シ
デ
予
ス
６
丁
】（一“伊
）
一
世
に
よ
つ
て
彼
等
を
鎮
座
す
べ
さ
命
令
が
機
せ
ら
れ
、
コ
一こ
と
の
，ユ
母
浄こ
と
の
二
人
は
此
任
に
営
つ
た
。
そ
し
て
ロ
ー
マ
は
津）ヽ
再一斜
【の巨
に
当
し
て
傘
眼
硬
な
態
度
を
取
少
、
途
に
其
政
治
的
権
力
を
奪
つ
た
の
で
あ
る
。
此
事
は
じ
〓
巨
ゴ
】〕
に
と
っ
て
大
打
撃
と
な
う
、
英
蓑
亡
の
賃
際
的
な
大
き
な
原
因
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
併
し
∪
置
一ぃ
一，Ｅ
は
其
表
微
の
原
因
が
内
部
的
に
も
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
ケ
／
卜
民
族
の
生
活
状
態
が
長
い
時
代
の
間
に
次
第
に
向
上
す
る
と
共
に
彼
等
は
じ
たュ
汗
ｓ
中
に
不
備
な
も
の
を
威
じ
始
め
た
。
そ
れ
は
刃
卓
憲
ュ
が
指
摘
す
る
や
う
に
ド
ノ
イ
ド
の
研
究
ハ遠
央
徹
志
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
ド
ル
イ
ド
の
研
究
（遠
失
彼
志
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
‐ぺ
Ｏ
慈
悲
と
か
愛
と
か
云
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ド
／
イ
ド
は
是
れ
を
取
入
れ
や
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
要
す
る
正
営
な
手
段
を
定
め
る
こ
と
に
失
敗
し
た
。
そ
乙
へ
基
督
教
が
其
必
要
な
も
の
を
供
給
し
た
の
で
彼
等
は
そ
れ
を
受
入
れ
、
途
に
し
【・〓
一３
野
再
は
存
在
の
意
義
を
失
ひ
表
微
し
て
行
つ
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
て
。
部
ち
、
基
督
教
の
俸
家
と
云
ム
こ
と
ヽ
亦
じ
ヽ
ｏ
一ユ
一リ
ヨ
表
微
の
有
力
な
原
因
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
基
督
教
が
月）
こ
登
∽
ヨ
に
取
つ
て
代
つ
た
の
は
唯
そ
れ
だ
け
の
理
由
か
ら
で
は
な
か
つ
た
。
あ
ら
ゆ
る
鞘
に
於
て
基
督
教
が
【
ゴ
と
済
よ
う
も
進
歩
的
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
の
生
活
の
向
上
は
勢
ひ
古
い
体
統
の
∪
，
毎
中毎
塗
ご
を
す
て
ヽ
基
督
教
へ
赴
く
こ
と
を
必
然
な
ら
し
あ
た
の
で
あ
る
。
基
督
教
の
宣
孜
師
達
の
熱
心
な
体
導
は
彼
等
の
人
身
御
供
の
不
合
理
を
寛
う
多
く
の
魔
術
や
迷
信
か
ら
長
い
間
の
眠
が
覧
め
て
じ
こ
Ｈ（デ
ヨ
の
表
滅
と
な
つ
た
の
で
あ
る
と
考
へ
る
。
両
し
て
前
記
の
外
部
的
政
治
的
原
因
と
結
び
付
い
て
ョ
■
ｒ
ｓ
に
Ｌ
つ
て
は
、
も
早
や
、
如
何
と
も
角
し
難
い
表
減
の
運
命
を
彼
等
は
非
つ
た
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
ロ
ー
マ
の
政
治
的
支
配
に
よ
つ
て
ド
／
イ
ド
の
裁
制
権
も
奎
・は
れ
た
の
で
あ
る
。
ド
／
イ
ド
の
教
師
と
し
て
の
地
位
は
　
，
ュ
置
な
る
學
被
の
設
立
に
な
つ
て
失
は
れ
て
行
つ
た
。
此
晏
稜
で
ガ
ノ
ヤ
の
貴
族
の
息
子
達
は
紀
元
二
一
年
に
早
く
も
教
授
を
受
け
た
の
で
あ
つ
た
。
紀
元
三
九
二
年
ロ
ー
マ
の
テ
オ
ド
ン
シ
ス
ａ
一汀
（≧
浄
一じ
帝
に
よ
つ
て
基
督
教
が
其
囲
教
と
定
め
ら
れ
て
か
ら
ケ
／
卜
民
族
の
住
地
へ
も
法
律
に
依
つ
て
基
督
教
の
骨
侶
が
置
か
れ
た
。
地
方
の
祭
司
は
使
に
に
よ
つ
て
選
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
各
都
市
の
容
司
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
斯
う
な
ち
セ
ド
レ
イ
ド
は
今
や
で
は
と
し
て
縮
め
ち
■
イ
Ｘ
協
つ
立
ザ
や
班
準
”
培
れ
押
純
挽
・拒
花
尭
Ｆ
≡
伸埋
擢
ぽ
頼
一願
譴
選
義
揺
儀
葉
麗
躍
壌
凝
震
壌
鍵
壌
程
ぽ
辞壌
壌
襲
震
嬢
艇
ぱ
／
イ
ド
の
魔
術
に
封
し
て
、　
一
層
有
力
な
魔
術
を
基
督
教
の
偉
導
者
達
が
行
去
こ
と
に
な
っ
て
角
し
途
げ
ら
れ
た
や
う
に
も
云
は
れ
て
ゐ
る
。
併
し
、
そ
れ
は
ド
／
イ
ド
の
魔
術
を
長
い
問
信
じ
て
本
た
ケ
／
卜
民
族
か
ら
読
得
に
よ
つ
て
は
英
親
合
を
に
は
か
に
取
去
る
こ
と
は
出
家
な
い
と
考
へ
、
　
一
時
的
な
手
段
と
し
て
新
か
ヽ
る
方
法
を
取
つ
た
も
の
で
、
結
局
は
そ
う
云
ふ
手
段
を
止
め
、
彼
等
の
不
合
理
を
読
き
、
彼
等
も
そ
れ
を
悟
り
、
全
贈
と
し
て
∪
唇
一ュ
一ｏ
Ｂ
よ
う
一
層
程
度
の
高
い
と
こ
ろ
の
基
督
教
を
信
奉
す
る
に
至
つ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
ド
／
イ
ド
は
何
時
始
ま
う
、
何
時
が
全
盛
期
で
あ
り
、
何
時
か
ら
表
微
し
始
め
、
途
に
何
時
全
く
滅
亡
し
た
か
の
年
代
は
明
白
に
は
制
明
し
な
い
。
英
起
源
や
全
盛
期
や
蓑
微
の
始
ま
う
の
年
代
は
史
料
が
不
充
分
な
角
め
判
明
し
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
会
く
滅
亡
し
た
最
後
の
時
は
ド
／
イ
ド
が
一
つ
の
事
件
に
よ
つ
て
突
如
と
し
て
滅
亡
し
た
の
で
は
な
く
、
極
め
て
漸
次
的
に
表
微
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
併
し
、
ふ
そ
ら
く
大
陸
に
於
て
は
中
世
の
初
め
民
族
の
大
移
動
が
起
う
大
陸
に
於
け
る
ケ
／
卜
民
族
の
勢
力
が
地
に
墜
ち
、　
一
方
ロ
ー
マ
法
王
を
中
心
と
し
た
基
督
教
が
欧
洲
全
般
に
援
が
る
や
う
に
な
つ
て
ド
／
イ
ド
は
滅
亡
し
た
と
思
は
れ
る
。
ダ
ジ
タ
ニ
ヤ
は
後
ロ
ー
マ
か
ら
働
立
し
た
の
で
ド
／
イ
ド
は
ロ
ー
マ
の
座
迫
を
免
れ
長
く
盛
つ
た
。　
ロ
ー
マ
人
が
ブ
リ
ク
ニ
ヤ
を
撤
退
し
た
後
に
は
ド
／
イ
ド
が
ロ
ー
マ
の
城
壁
の
西
に
再
現
し
た
や
う
に
見
え
た
。
併
し
、
こ
れ
も
ナ
ク
ノ
ン
王
朝
の
時
代
に
至
つ
て
根
紀
し
た
。
ド
ル
イ
ド
の
研
究
（
遠
失
徹
志
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
ド
ル
イ
ド
の
研
究
、遠
失
観
志
）
ぺ
一
一
―
異
教
的
ｏ
，ュ
す
ヨ
の
滅
亡
の
後
に
、
そ
の
制
度
が
基
誉
教
の
惰
落
せ
る
形
と
し
て
回
復
し
た
と
主
張
す
る
者
が
あ
っ
て
彼
等
は
是
れ
を
新
ド
／
イ
デ
ィ
ズ
ム
（Ｚ
Ｏ０３じ
ｔＳ
ョ
ヨ
こ
と
稚
し
て
ゐ
るく
。
然
し
、
果
し
て
新
族
な
形
態
の
も
の
が
あ
つ
た
か
確
か
で
な
い
。
今
や
ド
／
イ
ド
は
滅
亡
し
た
け
れ
ど
も
共
信
仰
の
多
く
は
付
迷
信
と
し
て
発
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
れ
は
い
そ
ら
く
基
督
教
と
共
に
宗
教
上
重
要
な
後
割
を
角
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。
（
試
）
０
＞
・
ゼ
啓
将
導
担
〓
（）沖る
魯
の
ｏ
営
ヨ
Ｐ
町
，
チ
ヽ
じ
桜
・
働
〕
刃
・
ｋ
ど
豊
生
】
い
、占
現
モ
ユ
命
島
ｏ
Ｆ
Ω
生
一符
】
可
コ
ユ
コ
岸
∞
ｏ
Ｐ
Ｏ
】
，
日
密
３
〕靖
ヽ
野
】輯
ｏ
一つ
将
登
Ｆ
ｏ
あ
刃
ｃ
】置
中宮
ｐ
臣
斜
回
津
一命
翌
Ｚ
の
て
く
ｑ
Ｆ
ド
ｏ
め
ざ
く
島
く
・
Ｔ
∞
押
的
問
基
指
】母
い
登
Ｆ
口
ヽ
一
↑饉
【ｏ
宰
　
　
　
　
「
一
Ａ
、
　
念
頂
ド
／
イ
ド
は
西
洋
古
代
に
於
て
宗
教
や
文
化
の
上
に
重
要
な
役
割
を
角
し
て
め
る
こ
と
は
看
迪
出
本
な
い
事
安
で
あ
る
。
彼
等
の
宗
教
は
衛
多
く
の
未
開
的
な
も
の
が
あ
つ
た
と
は
云
へ
、
古
代
ギ
リ
ン
ヤ
人
や
古
代
ロ
ー
マ
人
の
宗
教
と
大
し
た
差
遥
は
な
く
、
場
合
に
よ
つ
て
は
む
し
ろ
そ
れ
等
よ
う
進
ん
で
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
部
合
す
ら
あ
る
。
例
へ
ば
、
家
魂
不
滅
ヽ
輸
廻
糖
生
の
被
等
の
観
合
ほ
組
織
的
そ
あ
う
ピ
タ
ず
ラ
歩
的
な
哲
學
思
想
を
有
し
た
如
さ
が
一≡
≡
本■
■
，ヽ
〓
〓
マ
単■
≡
≡
斎
幾
額
揮
獲
暖
寵
ら
れ
る
。
彼
等
は
天
文
學
、
地
理
學
、
物
理
學
、
自
然
科
學
、
馨
學
、
文
學
等
を
研
究
し
た
と
云
は
れ
る
か
ら
、！
を
れ
が
其
地
方
の
文
化
を
進
め
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
ド
／
イ
ド
は
確
か
に
ギ
ノ
ン
ヤ
、
す
―
マ
の
文
化
が
全
欧
洲
に
渡
が
り
、
基
督
教
が
夏
に
其
精
刑
界
を
支
配
す
る
に
至
る
ま
で
、
欧
洲
の
各
蒸
一地
に
於
け
る
重
要
な
存
在
の
一
つ
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
に
宗
教
史
上
、
又
文
化
史
上
に
於
て
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
考
へ
る
。
然
る
に
未
だ
主
料
の
調
査
研
究
が
充
分
で
な
く
、
ド
／
イ
ド
の
研
究
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
私
は
唯
現
在
私
の
手
に
得
ら
れ
た
だ
け
の
貧
易
な
材
料
で
、
ド
／
イ
ド
の
極
く
大
要
を
調
べ
、
そ
れ
を
記
述
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
ド
／
イ
ド
研
究
の
大
家
す
ら
今
術
幾
多
の
未
解
決
の
問
題
を
盛
し
て
ゐ
る
。
新
か
る
問
題
に
就
て
は
史
料
を
持
た
な
い
私
は
如
何
と
も
窮
ｔ
得
ず
、
本
稿
に
於
て
は
推
本
の
阿
越
と
し
て
そ
の
ま
ヽ
に
魂
し
て
置
い
た
。
是
等
の
問
題
の
解
決
ス
ド
／
イ
ド
の
企
眺
的
研
究
は
史
學
英
他
話
文
化
科
卑
に
と
つ
て
必
要
で
あ
る
か
ち
今
後
一
殿
研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
へ
る
。
ド
ル
イ
ド
の
研
究
（
逮
矢
依
志
）
八
三
